
生徒数 平均正答率(％) 中央値

横浜市立根岸中学校 107 10.5 / 15 70 11.0

神奈川県（公立） 60,261 10.4 / 15 70 11.0

全国（公立） 892,738 10.5 / 15 69.8 11.0

平均正答数

生徒数 平均正答率(％) 中央値

横浜市立根岸中学校 107 7.8 / 15 52 7.0

神奈川県（公立） 60,302 7.8 / 15 52 8.0

全国（公立） 893,114 7.6 / 15 51.0 8.0

平均正答数

生徒数 平均正答率(％) 中央値

横浜市立根岸中学校 110 8.8 / 17 52 9.0

神奈川県（公立） 60,318 8.6 / 17 50 8.0

全国（公立） 893,528 7.7 / 17 45.6 7.0

平均正答数

横浜市立根岸中学校
１ はじめに

４月１８日に実施された標記調査の集計結果（英語「話すこと」調査を除く）が届きましたので、

全国および神奈川県全体の集計結果と比較しながら①全体概況と、昨年度と同様にS-P表を用いて

②各教科の成果と課題を洗い出し、③考察を加えてみました。 （文責：教務主任 山田 浩一）

２ 全体概況

（１）教科別概況：遅刻や早退があったため、教科により受験者数が異なります。

【国 語】

【数 学】

【英 語】

（２）正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）：左から【国語・数学・英語】

学力層（学校独自基準）

D C B A

(1)(2)の概況を見る限り、正答数を比較すると全国とほぼ同じような傾向にある。英語においては

全国の集計値（ ● ）より学力層A（学校独自基準）の生徒の割合が高くなっていることがわかる。

３ 各教科の成果（正答率の高かった設問）：太字網掛けの設問について考察します。



（１）国語

問題番号 問題の概要 正答率 全国

国 ２一 「落胆する」の意味として適切なものを選択する 86.9 91.1

語 １一 インタビューの前に準備したメモについて説明したものとして適切なものを選択する 86.0 87.5

１四 インタビューのまとめとしてどのようなことを述べるのか、自分の考えを書く 86.9 82.5

１三 相手の話を受けて発した質問について、述べ方の工夫とその 85.0 76.6

意図を説明したものとして適切なものを選択する

設問１では、総合的な学習の時間等において「社会で働く上で大切なこと」について考えるために、

インタビューをする場面が設定されている。目的に応じて集めた情報（インターネットの記事）を基

に知りたいことを前もって整理し（メモ）、相手の話を捉えて効果的に質問したり、聞き取ったことを

基に自分の考えをまとめたりすることは、前年度までに「自分の考えを正確に伝えるのに必要な根拠

を明確にするため、必要な情報を資料から引用して書くことができるようになるための指導や活動が

十分に行われ、生徒にとっては身近に感じられる場面設定だったようである。

（２）数学

問題番号 問題の概要 正答率 全国

数 ６(1) はじめの数が１１のとき、はじめの数にかける数が２、たす数が３のときの計算結果を求める 91.6 88.9

学 ２ １２（ ４ ＋ ６ ）を計算する 85.0 80.5ｘ ｙ

８(2) 二人の選手のグラフが直線で表されていることの前提となっている事柄を選ぶ 68.2 61.7

設問８では、日常生活でも馴染みのある駅伝大会において、新緑大学の選手が晴天大学の選手に追

いつく地点を予想する場面が取り上げられている。設問８（２）ではこの場面において、大悟さんが

まとめた表を基につくったグラフを直線で表し、二人の選手についてどのように考えたことになるか

を捉える設問になっている。日常生活や社会の事象を考察する場面では、事象を理想化したり単純化

したりして、その特徴を的確に捉え、事象を数学的に解釈することが求められる場合がある。その際、

問題解決の方法を考え、それを数学的に説明することが大切である。

それぞれの走る速さが一定である
と考えたんだ

（３）英語

問題番号 問題の概要 正答率 全国

英 １(1) ある状況を描写する英語を聞き、その内容を最も適切に表している絵を選択する 79.1 79.0

語 ５(2) 事実や考えが書かれた英文を読み、考えを表している英文を選択する 68.2 64.5

５(1) ある状況を描写する英文を読み、その内容を最も適切に表しているグラフを選択する 68.2 56.0



１ ２ ３ ９９ 無解答

47.7 7.5 21.5 4.7 18.7

51.2 6.6 16.8 5.5 19.8

50.0 7.5 16.4 5.4 20.7

問題の概要

現代語で書かれた「竹取物語」のどこが
どのように工夫されているかについて、
古典と比較して書く

解答類型
問題番号

４三

設問５は、ある市における海外からの観光客と

海外に行く観光客の人数の推移を描写する英文から、

情報を正確に読み取ることができるかどうかを把握

するために出題されている。情報を正確に読み取る

ためには、音声や語彙、表現、文法や言語の働き等を

理解するとともに、これらの知識を（ここでは英文を

読むことによる）実際のコミュニケーションにおいて

活用できる技能を身に付けておくことが重要である。

また、事実と考えを区別して読解することも情報を

正確に読み取る上で重要な技能の一つである。

④ Everyone should bring their garbage back home.
この正解文中のshouldは助動詞で、書き手が自分の

考え（～すべきである）を付け加えるときに用いる語である。このことからも日頃から知識・技能の

習得のみで終わらず、思考・判断力を発揮して表現につなげる学習が浸透していることがわかる。

４ 各教科の課題（正答率の低かった設問）

（１）国語

問題番号 問題の概要 正答率 全国

国 ４一 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（いひける） 60.7 82.5

語 ４三 現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように工夫され 47.7 50.0

ているかについて、古典と比較して書く

３二 漢字を書く（おし量って）※推しメンの推し、「推量」は推し量ること 27.1 43.9

正答の条件

①「竹取物語」の一部の表現を引用している

②それをどう工夫しているかを記述している

設問４一の歴史的仮名遣い「いいける」や３二「推し量って」については知識・技能の範疇である。
． ．

設問４三は思考・判断・表現の観点で、「よろづのこと」を「笠、竿、笊、籠、筆、箱、筒、箸。」と
かさ さお ざる かご ふで はこ つつ はし

いうように具体的に書いて、翁が竹でどのようなものを作っていたのかが分かるようにしていたり、

「手なれた仕事だ。」と付け加えることで、竹を割る翁の様子を読者が想像できるようにしているなど、

作家星新一が工夫した具体例を挙げることが必要である。このように読み手に配慮した表現の工夫は

自分の考えをより効果的に伝える手段として、ぜひ身につけさせたい能力である。

（２）数学

問題番号 問題の概要 正答率 全国

数 ７(1) １９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める 48.6 65.7

学 ９(2) 二等辺三角形でない２つの合同な三角形のときに平行線が 36.4 37.0
かけないことについて、二等辺三角形のときの証明の中から
成り立たなくなる式を書く

３ 空間における平面が１つに決まる場合について、正しい記述を選ぶ 34.6 30.4



７(2) 「２００６年～２０２０年の黄葉日は１９９１年～２００５年の 29.0 33.6
黄葉日より遅くなっている傾向にある」と主張することができる
理由を、箱ひげ図の箱に着目して説明する

設問７の「箱ひげ図」は、もともと高等学校での履修内容が

中学校に下りてきたもので、中2の最後に学習する。データの

散らばりを視覚的に表すもので、最小値から最大値までの範囲

内のデータを４等分して「ひげ」と「箱」で表している。

(1)では「四分位範囲を求めよ」だから、表の44-34＝10

で求めればよい。

また(2)では、(赤)枠内の２つの箱について1991～2005年

の箱をA、2006～2020年の箱をBとすると、

①AよりもBの方が右側にあること

②Aの第1四分位数よりBの第1四分位数が右にあり、かつ、

Aの第3四分位数よりBの第3四分位数が右にあること

③Aの第3四分位数よりBの第1四分位数が右にあること

のいずれかと、結論の「2006年～2020年の黄葉日は1991年～2005年の黄葉日より遅くなっている

傾向にある。」ことを併せて記述できれば完答となる。「箱ひげ図」に関する確かな理解とともに、

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して、ときには批判的に捉え、判断の理由を数学的な表現を

用いて説明する能力を高めることが数学の究極の目標ではないだろうか。

（３）英語

問題番号 問題の概要 正答率 全国

英 ９(1) 与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を 30.9 20.9

語 ② 補ったりして、会話が成り立つように英文を完成させる

８(2) ロボットについて書かれた英文を読み、 21.8 19.5

書き手の意見に対する自分の考えとその理由を書く

１０ 学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したいものを 13.6 7.4

１つ取り上げ、それを説明するまとまりのある文章を書く

設問８の本文内で述べられているのは、今日レストランで見かける給仕ロボットや、家庭における

ロボットペットに関する話であり、筆者はこれを肯定的に捉えていることが読み取れる。この設問の

主旨は、こうした社会的な話題に関して読んだことについて、自分の考えとその理由を書くことがで

きるかどうかである。賛成か反対かの意思表示は答え方の知識・技能があるかどうかに拠るところが

大きいが、その理由の説明に関しては、身近な題材とは言え、個々の生徒の経験に左右される部分も

あり、回答にこぎ着けるまでに時間を要することもある。次の設問10に関しても同様のことが言える

のだが、日常生活や社会的な問題の中からさまざまな話題を抽出して、それに関する自分の考えなど

を読み手を意識して正確な英語で確実に伝える能力が身につくのは、もう少し先のように思える。



令和３－５年度 全国学力・学習状況調査

全国学力・学習状況調査結果チャートの推移
以下の集計値／グラフは本校の調査結果の集計の過去３か年分で、その推移を比較検討するものである。

【左：学校運営（学校質問紙）】 【右：生徒（生徒質問紙）】

本校生徒の特徴として、「自己有用感」の数値が低いことが挙げられる。該当する質問項目の

本年度の回答状況を並べてみると次ページのようになる。

令和５年度（赤学年）

令和４年度（青学年）

令和３年度（緑学年）



回答者数110名の内訳

１ ３６

２ ３９

３ ２０

４ １５

１ ３７

２ ６０

３ ７

４ ５

無 １

１ ３５

２ ３１

３ ２２

４ ２１

無 １

設問４の「自分のよいところ」は集計上「自己有用感」となっているが、漠然とした尋ね方なので、

生徒の回答内にはself-esteem（セルフ・エスティーム）の訳語である「自尊感情・自己肯定感」と、

self-efficacy（セルフ・エフィカシー）の訳語である「自己効力感・自己有用感」とが混在している

可能性がある。

自分に対して肯定的な評価を抱いている状態を表す「自尊感情」は、本来自分の中で生まれ育つ。

大人が褒めることによって高まるものの、実力以上に過大評価してしまったり、周りからの評価を

得られずに元に戻ってしまったり、自他の評価のギャップに

ストレスを感じるようになったり、ということが起こりうる。

もう一方の「自己有用感」は、他人の役に立ったとか、

他人に喜んでもらえた等、相手の存在なしには生まれてこない

点がポイントで、例を挙げると、



「クラスで一番足が速いのでクラスの代表に選ばれた。みんなの期待に応えられるよう頑張りたい」

というように、相手や集団との関係の中で形成される。（出典：「自尊感情」？それとも、「自己有用感」？）

回答３と４を合わせた35名の「そう思わない」生徒たちには何かしらの原因があることには間違い

ないが、何に（どちらに）起因しているのかは、別に行われる「Y-Pアセスメント」等の調査結果を

待ちたい。

設問７に関して、現代が「将来の変化を予測することが困難な時代」であるために、子どもたちが

将来の夢や目標を持ちにくい時代であることは現代社会全体の問題と言える。これについては、平成

27年（2015年）に発出された中教審の「論点整理」内の記述を引用して解説したい。

予測できない未来に対応するためには、社会の変化に受け身で対処するのではなく、主体的に

向き合って関わり合い、その過程を通して、一人一人が自らの可能性を最大限に発揮し、より

よい社会と幸福な人生を自ら創り出していくことが重要である（主体的に学習に取り組む態度)。

そのためには、

教育を通じて、解き方があらかじめ定まった問題を効率的に解ける力を育む（知識・技能）

だけでは不十分である。これからの子供たちには、社会の加速度的な変化の中でも、社会的・

職業的に 自立した人間として、伝統や文化に立脚し、高い志と意欲を持って、蓄積された

知識を礎としながら、膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを立ててその

解決を目指し（思考・判断・表現）、他者と協働しながら新たな価値を生み出していくことが

求められる。 波線・括弧書きを追加した

そこで、学校の場においては、

①子供たち一人一人の可能性を伸ばし、新しい時代に求められる資質・能力を確実に育成して

いくことや、

②そのために求められる学校の在り方を不断に探究する文化を形成していくことが、

より一層重要になる。

と記されている。

これを本校の「学校教育目標」と対比してみると、次のようにこれからの課題が見えてくる。

自らの可能性を信じて、たえず成長していこうとする人間の育成を目指します。
（根岸中学校は、生徒一人ひとりの個性を大切にしながら、）

＝ ＝

子供たち一人一人の可能性を伸ばし、新しい時代に求められる資質・能力を確実に育成していく

「将来＝予測できない未来」に向けて子どもたちが「夢や目標を持てる」ようにするためには、家庭

・学校・地域・社会、あるいは企業等が協働して「新しい時代に求められる資質・能力」とは何かと

いうビジョンを持つこと、そして、様々な場面を捉えて、それらを育成していくことが必要である。

それには本校の学びの中でこれと関わりの深い総合的な学習の時間やキャリア（自分づくり）教育を

はじめとする様々な教科・領域の中で多面的・多角的に考え、これからの「新しい時代に求められる

資質・能力とは何か」ということについて具体化していく必要がある。「たえず成長していこうとする

人間」が成長していくには、実現を目指すための「夢や目標」が不可欠だからである。



国立教育政策研究所 生徒指導リーフ ｢自尊感情」？それとも、｢自己有用感｣？より
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